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施設長 福永政和 

快晴の青空に満開の梅が映えます。寒さも和らぎすっかり春ら 

しい陽気になってきました。いかがお過ごしでしょうか。 

さて、悲しいお知らせです。今月 17日（金）、谷口和文さん 

が亡くなられました。体調を崩され入院加療中でしたが、そろそ 

ろかなと退院を待ちわびておりましたので、突然の訃報に驚き、 

残念でなりません。 

81歳の生涯、安らかなお顔で眠っておられました。つかわきでは 15年間の生活、穏や

かでお話が大好きな和文さんでした。なでしこ班で活動しながら、外出や旅行をいつも楽し

みにしておられ、15年の間にいろいろなところへ出かけました。しかし、ここ数年で随分

と体力の衰えもありました。元気なうちに、まだ歩けるうちに旅行もさせてあげたいと実施

した昨年３月の霧島への温泉旅行、散策や部屋での露天風呂、ご馳走に喜ぶ顔を思い出しま

す。また、昨年 11月の大隅への旅行、それが最後の旅行となってしまいました。 

つかわきという大家族の中で過ごし、いっぱい大好きな話をしたり散歩したりしてきまし

た。なでしこ班へ行くと、今でもそこにいるような感じがします。あまりにも急な知らせに、

やはり、もう少し一緒にとの思いで大変残念ですが、たくさんの楽しい思い出を振り返りな

がら、心からの「ありがとうございました」「お疲れ様でした」の言葉でお見送りしたいと

思います。 

施設内の満開の梅の花に、和文さんのにっこりした笑顔が重なります。心からご冥福をお

祈り致します。皆様もどうぞ御自愛ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

和文さんとの温泉旅行（霧島）の思い出（令和 4年 3月） 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

初詣に行ってきました 

 

 

 

２３日（木）、２月生まれの利用者さんの誕

生日を皆さんでお祝いしました。今月は米森 

惠さん、野元弘美さんの２名です。自治会か

らのプレゼントを嬉しそうに受け取って喜

ばれていました。益々お元気で過ごしてくだ

さいね。 

一月はあまりにも寒い日が続きましたので、今月17

日（金）、まずは一班が霧島神宮や鹿児島神宮へ初詣に

行ってきました。みんなで今年一年の健康をお祈りし、

御守りを買ったり、おみくじを引いたりしました。 

昨年１１月に新たに国宝として指定された霧島神宮

は柱に巻き付く極彩色の龍など見事な彫刻が魅力で

す。御利益をいただいて利用者の 

皆さんが、この一年も健康で穏や 

かに過ごせますように。 

また、イオンモールでのショッ 

ピングも楽しみました。 

特定技能外国人労働者として新しく加

わった 4 名は、職員や利用者の皆さんか

らは「ジョイ」「マージ」「アイヴィー」「ジ

ャイラ」の愛称で呼ばれています。家族会

の皆さんもこの愛称で覚えてくださいね。

利用者の皆さんとのコミュニケーション

を上手にとりながら、早く業務を覚えよう

と頑張っています。また、４人で毎晩

YouTube を利用して日本語の勉強に勤

しんでいるようです。簡単な紹介は別紙を

ご覧ください。 

新人職員、頑張ってます！ 

 

 

 


